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プア ル 茶熱湯抽出物とその 分画物の 抗変異

原・抗発が んプ ロ モ ー
タ
ー

作用
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【目的｝プ ア ル 茶 （Pu−erh 　tea）はカ ビ 発酵 によ

る後発酵茶 で ，中国 雲南省の特産 品で ある。 成

分的 には ， 緑茶 ， 紅茶 の い ず れとも異なると言わ

れるが，よく判 っ て い ない
。 今回，プア ル 茶熱 湯

抽出物 とその 分画物の 抗変異原 ・
抗発がん プ ロ

モ
ー

ター作用 に つ い て検討した の で 報告する 。

【方法 】 プアル 茶は 高級 雲南普 潭茶 （雲南省茶

葉輸出入公社，1987 年 5 月製造）を用 い ，その

熱湯抽出物を CHCI3，　BOAc ，　BuOH で順次抽

出，残りの 水溶性 画分を透析により低 分 子 ， 高

分 子 画 分 （PTND ）に 分け た 。 こ れ らの 画 分 の

E．　coii　B〆r　WP2 株で MNNG に対 する抗 変異活

性 とJB6 培養 細胞（Cl　22，
　C141）で TPA 誘導発

がんプ ロ モ
ー

シ ョ ン抑制作用 を検討した 。

【結果 ・考察】 抗変異活性は ，水溶性 画分 にの

み 濃度依存的な抑 制 作 用 を認 めた （4mg！p且ate
で 陽性 対照の 34％まで ）。CHCI3 および EtOAc

画 分は や や抑 制 が 見 られた が
， BuOH お よび

PTND 画 分は 逆にや や変異活性 の 増加が 認め

られた。これ らの 結 果は ， 緑 茶，紅茶の 同 様な検

討結果 と比 較し異な っ て い た。JB6 培養 細胞 に

おける TPA 誘導発 がんプ ロ モ
ー

シ ョ ン に対して

は，い ずれ の 画 分も 1
，
3，10μ g！ml の 範囲 で濃

度 依存的な抑制作用 を認め ， EtOAc ，
　BuOH 画

分で強く抑制 ， CHCI ， ， 水溶 性画分，　PTND で 中

程度に掬制した。また，PTND は緑茶や紅茶の

水 溶性 高分子 画分と同様に ， JB6 培養細胞 の

TPA 誘導発 がん プ ロ モ
ー

シ ョン に伴う細胞形態

変化を抑制 した 。 プア ル 茶の 成分に 関しては 文

献的 にもほ とん ど知 られ て い ない が ， 若干 の 検

討 を行っ た の で ，活性 との 関連か ら述 べ る。
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エ タノー
ル 存在下 に おける亜硝酸処理 1−

methyl −1，2，3 ，
4−tetrahydro一β一carboline −3−caTbo −

xylicacid に対 する茶煎液の 抗変異原性
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【目的】 し ょ う油 中の 変異原前 駆物質 1−

methyl −1，2，
3

，
4−tetrahydro一β

一eaTboline −3−ca【bo−

xylic 　acid （MTCCA ）は，エ タノ
ー

ル 存在下で

亜硝酸処理するとその 変異原性が著 しく増加
する こ とが知 られてい る 。 演者 らは ，反応液

中に，緑茶，紅茶また はウー
ロ ン茶を加え る

こ とにより，その変異原性の 抑制を試みた 。

【方法】MTCCA の 亜硝酸処理 は ，
75 ％ 工 タ

ノ
ー

ル 存在下，茶煎 液または 合成 した 茶成 分
の 水溶液を加え ，

50mM 　NaNO2 に よ り，　 pH 　3
，

37℃で 60分間行 っ た 。 反応停止液に つ い て，
Ames試験 （TA100 ，

−S9）に より変異原性 を測

定 した 。 また ， 茶煎液に つ い て，フ ロ
ーイ ン

ジ ェ クシ ョ ン法に より還元力を測定 し ， その

抗変異原性との相関 を調 べ た 。

【結果および考察】 エ タ ノール 存在下で 亜硝

酸処理 した MrCCA の変異原 性は，緑茶，紅

茶および ウー
ロ ン茶の煎液に よ っ て強 く抑制

された 。 茶類に含まれる主要なカテキ ン類 は，

いずれ も亜硝酸処理MrCCA に対 してか な り

強い変異原性抑制作用が あ っ た 。 また，茶煎

液の もつ 還元力 は，その 抗変異原性 とかな り

高い 相 関が見 られた．そ の 内 ， 緑茶に つ い て

は極 めて 高い相関が あ っ たが ， 醗酵茶である

紅茶 とウー
ロ ン茶に つ い てはやや低か っ た．

【結論】エ タ ノール 存在下 に お ける亜 硝酸処

理M 「CCA の変異 原性は，緑茶，紅 茶また は

ウー
ロ ン茶の 煎液を加え るこ とに より強 く抑

制 され た。
これ は ， 主 として ， 茶葉に 含まれ

る主要 な還元性物質で ある カ テ キ ン 類および

その 誘導体 に よ る もの で ある こ とが示唆 され

た 。
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